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行
政
首
長
と
の
意
見
交
換
会
を
グ
リ
ー
ン
ロ
イ

ヤ
ル
丸
富
で
６
年
半
ぶ
り
に
開
催
し
、
管
内
１
市

３
町
の
首
長
と
各
市
町
村
の
部
課
長
、
J
A
役
職

員
が
出
席
し
ま
し
た
。
J
A
あ
き
た
湖
東
よ
り
や

さ
い
畑
の
増
築
、
令
和
８
年
産
米
の
集
出
荷
対
応
、

令
和
８
年
産
米
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、

各
行
政
か
ら
も
農
業
支
援
に
よ
る
今
後
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
農
業
従
事
者
の
た
め
の
農
業

施
策
、
担
い
手
対
策
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

行政首長との意見交換会
8月 25日（火）
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女
性
大
学 

第
２
講
座
を
開
催�

�

～
先
端
技
術
を
活
用
し
た
農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
～

８
月
20
日
（
木
）
～
24
日
（
月
）

　

令
和
８
年
度
秋
季
J
A
あ
き
た
湖
東
生
産
組
合

長
会
議
を
行
い
ま
し
た
。会
議
で
は
担
当
者
が
営
農
、

青
果
物
、
販
売
米
穀
情
報
に
つ
い
て
説
明
し
、
今
後

も
定
期
定
量
高
位
安
定
出
荷
を
基
本
と
し
た
生
産
者

所
得
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
８
年
産
米
の
刈
り
取
り
に
つ
い
て
は
、
登

熟
期
間
の
天
候
に
よ
っ
て
、
刈
り
取
り
が
早
ま
る
こ

と
や
作
付
け
地
域
、
移
植
の
早
晩
、
圃
場
条
件
等
に

よ
り
刈
り
取
り
適
期
は
異
な
る
た
め
、
圃
場
を
十
分

に
観
察
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
各
地
区
の
生

産
組
合
長
の
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

▲�令和８年産米等について会議を行いました。

８
月
27
日
（
木
）

　

秋
田
県
立
大
学
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
（
A
I
C
）
で
、
J
A
あ
き
た
湖
東
女

性
部
が
「
女
性
大
学
」
第
２
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
公
立
大
学
法
人
秋
田
県
立
大
学
ア
グ

リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
地
域
連

携
・
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
の
農
工
連
携
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、
山
田
誠
氏
か
ら
A
I
C
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
施
設
や
圃

場
を
見
学
し
、
各
種
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
や
ド
ロ
ー
ン
な

ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
活
用
さ
れ
る
最
新
技
術
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
実
際
に
ド
ロ
ー
ン
を
操
作
す
る

様
子
も
見
学
し
、
参
加
者
は
興
味
深
く
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
ス
マ
ー
ト
農
業
の
技
術
を
、
実
際
に
見
た

り
説
明
を
聞
い
た
り
で
き
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
農
業
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て

い
く
の
か
楽
し
み
で
す
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
を
見
学
し
た
参
加
者
か
ら

は
、「
お
父
さ
ん

を
連
れ
て
き
た

ら
、『
こ
れ
欲

し
い
！
』
と
目

を
輝
か
せ
る
だ

ろ
う
な
」
と
の

声
も
。
最
新
の

農
業
技
術
に
触

れ
、
こ
れ
か
ら

の
農
業
の
可
能

性
を
感
じ
る
有

意
義
な
講
座
と

な
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
秋
季
J
A
あ
き
た�

�
湖
東
生
産
組
合
長
会
議

J
A
あ
き
た
湖
東
年
金
友
の
会�

�
�

第
25
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
本
部
大
会

▲�ドローンを間近で見学する女性部の
皆さん。

▲�グラウンドゴルフを楽しむ参加者。

▲�団体の部　優勝
　五城目支部

▲�個人の部　優勝
　飯田川支部　伊藤明夫さん

９
月
４
日
（
金
）

　

J
A
あ
き
た
湖
東
年
金
友
の
会
第
25
回
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
本
部
大
会
が
、
井
川
町
日
本
国
花
苑

で
開
催
さ
れ
、
管
内
各
地
区
の
年
金
友
の
会
会
員
68

名
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
大
会
で

は
15
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
優
勝
を
目
指
し
て
競
い
合

い
な
が
ら
、
楽
し
く
元
気
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

を
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
今
回
の
結
果
を
も
と
に
、
10

月
に
開
催
さ
れ
る
J
A
バ
ン
ク
あ
き
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
へ
優
績
３
支
部
よ
り
成
績
上
位
15

名
が
出
場
し
ま
す
。
出
場
さ
れ
る
皆
様
の
ご
健
闘
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

団
体
の
部
順
位

優　

勝　

五
城
目
支
部

準
優
勝　

井
川
支
部

３　

位　

八
郎
潟
支
部
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秋
しゅう

高
こう

気
き

爽
そう 秋の空が高く澄み、空気がさわやかで心地よいこと。過ごしやすい秋

の季節を表す言葉。

９
月
４
日
（
金
）

　

J
A
あ
き

た
湖
東
女
性

部
井
川
地
区

は
、
井
川
町

農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

で
手
芸
教
室

を
開
催
し
、
28

名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
丈

夫
な
米
袋
を

活
用
し
た
エ

コ
バ
ッ
グ
「
米

（
マ
イ
）
バ
ッ

グ
」
作
り
に

挑
戦
。
参
加
者
は
役
員
か
ら
作
り
方
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
好
み
の
装
飾
を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊

か
な
バ
ッ
グ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
簡
単
な
よ
う
で
時
間
が
か
か
っ

た
」「
以
前
作
っ
た
時
よ
り
も
装
飾
を
付
け
た
の
で
、

カ
ラ
フ
ル
に
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
役
員
の
指
導
が

よ
か
っ
た
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
バ
ッ
グ
に
つ
い
て
は
、「
収
穫
し
た
野

菜
を
入
れ
た
り
、『
湖
東
の
や
さ
い
畑
』
で
買
い
物

を
し
た
時
に
使
い
た
い
」「
友
達
に
お
米
を
入
れ
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ま
ざ

ま
な
使
い
道
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
作
品
作
り

を
楽
し
み
な
が
ら
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

▲�令和 8年産米の集荷対応等を確認しました。

▲�米袋を折り、形を整えながらバッグ作り
に取り組む参加者。

女
性
部
井
川
地
区
で
手
芸
教
室
を
開
催

～�

米
袋
を
活
用
し
た
エ
コ
バ
ッ
グ

「
米
（
マ
イ
）
バ
ッ
グ
」
作
り
～

女
性
部
が
各
地
区
で�

�
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

秋
季
集
落
座
談
会

９
月
４
日
（
金
）・
８
日
（
火
）

　

J
A
あ
き
た
湖
東
女
性
部
は
、
部
員
同
士
の
交

流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
区
ご
と
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昭
和
地
区
で
は
９
月
４
日
（
金
）、
飯
田
川
地
区

で
は
９
月
８
日
（
火
）
に
そ
れ
ぞ
れ
大
会
を
開
催
し
、

参
加
者
は
競
技
を
楽
し
み
な
が
ら
、
爽
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
両
日
と

も
天
候
に
恵
ま
れ
、

特
に
飯
田
川
地
区
の

大
会
で
は
、
近
頃
の

雨
模
様
か
ら
天
候
が

心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
当
日
は
秋
晴
れ

と
な
り
、
暑
さ
を
感

じ
る
ほ
ど
の
好
天
と

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
仲
間

と
声
を
掛
け
合
い

な
が
ら
プ
レ
ー
し
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

目
指
し
て
真
剣
な
表

情
で
ク
ラ
ブ
を
振
る

姿
や
、
好
プ
レ
ー
に

笑
顔
を
見
せ
る
場
面

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

競
技
を
通
じ
て
親

睦
を
深
め
な
が
ら
、

心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

９
月
４
日
（
金
）
～
10
日
（
木
）

　

管
内
各
地
区
に
て
J
A
役
職
員
出
席
の
も
と
座

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
座
談
会
で
は
、
令
和
８
年

産
米
の
生
育
状
況
、
集
荷
対
応
に
つ
い
て
の
ほ
か
、

農
繁
期
に
お
け
る
各
部
署
の
営
業
時
間
に
つ
い
て
、

湖
東
の
や
さ
い
畑
の
令
和
７
年
度
の
売
り
上
げ
が

５
億
円
を
突
破
、
３
年
連
続
20
万
人
を
超
え
、
今
年

も
過
去
最
高
の
お
客
様
数
を
更
新
し
て
い
る
こ
と
等

を
報
告
し
ま
し
た
。
J
A
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
生

産
者
手
取
り
の
確
保
」
の
基
本
使
命
を
踏
ま
え
、
高

位
安
定
取
引
の
継
続
を
図
る
と
と
も
に
、
生
産
者
の

安
定
生
産
・
安
定
経
営
に
繋
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

▲�ホールポストを目指し、慎重に
ボールを打つ参加者。（昭和地区）

▲�狙いを定め、力強くスイングす
る参加者。（飯田川地区）
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９
月
11
日
（
金
）

　

潟
上
市

市
民
セ
ン

タ
ー
昭
和

館
で
、
昭

和
地
区
の

フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
セ

ス
に
よ
る

料
理
講
習

会
が
開
か

れ
、
12
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
会
員
の
お
母
さ
ん
か
ら

教
え
て
も
ら
っ
た
レ
シ
ピ
を
も
と

に
、
秋
田
の
郷
土
料
理
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
「
サ
ラ
ダ
寒
天
」
作
り

に
挑
戦
。
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
も

い
れ
ば
、
初
め
て
の
人
も
お
り
、
会

員
同
士
で
作
り
方
を
教
え
合
い
な
が

ら
調
理
を
進
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
作
る
前
は
難
し
そ
う

に
感
じ
た
け
れ
ど
、
実
際
に
作
っ
て

み
る
と
意
外
と
簡
単
だ
っ
た
」
と
話

し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
料
理
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
サ
ラ
ダ
寒
天
は
型
に
流

し
込
み
、
各
自
持
ち
帰
っ
て
冷
蔵
庫

で
冷
や
し
固
め
ま
し
た
。参
加
者
は
、

出
来
上
が
り
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら

料
理
講
習
会
を
終
え
ま
し
た
。

９
月
８
日
（
火
）

　

J
A
あ
き
た
湖
東
サ
キ
ホ
コ
レ

生
産
部
会
は
、
令
和
８
年
度
第
２
回

現
地
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
管
内
の
「
サ
キ
ホ

コ
レ
」
の
気
象
経
過
や
生
育
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
今
年
の
刈
り

取
り
適
期
を
確
認
し
ま
し
た
。ま
た
、

出
穂
後
の
積
算
気
温
を
参
考
に
し
た

刈
り
取
り
時
期
の
判
断
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

刈
り
取
り
は
、
積
算
気
温
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
圃
場
の

籾
の
黄
化
程
度
を
確
認
し
て
判
断
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

圃
場
で
は
、
実
際
の
稲
の
生
育
状

況
や
籾
の
黄
化
程
度
を
確
認
し
、
品

質
の
高
い
「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
の
収
穫

に
向
け
て
、
適
期
刈
り
取
り
へ
の
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

８
月
24
日
（
月
）
～
27
日
（
木
）

　

枝
豆
選
果
場
に
て
、
五
城
目
高
等

学
校
２
年
生
３
名
が
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
枝
豆
選
果

場
で
は
、
J
A
職
員
か
ら
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
枝
豆
の
袋
詰
め
や

段
ボ
ー
ル
の
組
み
立
て
作
業
等
を
行

い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

行
っ
た
２
年
生
か
ら
は
お
便
り
が
寄

せ
ら
れ
、「
枝
豆
の
袋
詰
め
作
業
等
、

テ
キ
パ
キ
と
動
い
て
次
の
作
業
に
向

か
う
こ
と
の
大
切
さ
が
印
象
強
く

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
様
々

な
活
動
で
も
生
か
し
て
、
何
事
に
も

挑
戦
し
た
い
で
す
」
と
教
え
て
も

ら
っ
た
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

▲�適期刈り取りに向け、圃場の生育
状況を確認する生産者。

▲�選果場での業務を体験しました。

９
月
５
日
（
土
）、
６
日
（
日
）

　

秋
田
県
営
野
球
場
、
あ
き
た
ス
カ

イ
ド
ー
ム
に
て
県
内
1
2
J
A
の

代
表
チ
ー
ム
が
激
闘
を
繰
り
広
げ
る

第
24
回
J
A
共
済
学
童
野
球
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
湖
東
管
内

か
ら
は
「
羽
城
ジ
ュ
ニ
ア
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
」
が
出
場
。
１
回
戦

は
J
A
あ
き
た
北
の
「
山
瀬
・
早

川
・
比
内
ル
ー
キ
ー
ズ
」
と
対
戦
、

３
回
に
は
一
挙
５
得
点
を
獲
得
し
、

勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
２
回
戦
で
は

J
A
秋
田
や
ま
も
と
の
「
三
種
ビ

ク
ト
リ
ー
ズ
」
と
対
戦
、
激
闘
の
末

に
惜
し
く
も
勝
利
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
る

姿
に
場
内
か
ら
歓
声
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。

▲�大奮闘を見せる子どもたち。

▲�教え合いながら、郷土料理
のサラダ寒天作りに挑戦。

第
24
回
J
A
共
済�

�
�

学
童
野
球
大
会

五
城
目
高
等
学
校
２
年
生

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
適
期
刈
り

取
り
に
向
け
て
生
産
部
会
が

第
２
回
現
地
講
習
会
を
開
催

昭
和
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

セ
ス
が
料
理
講
習
会�

�

～
お
母
さ
ん
直
伝
！�

�
�

サ
ラ
ダ
寒
天
作
り
～
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ほくほくとした甘みがおいしい、秋を代表する野菜。β-カロテンやビタミン類を含
み、煮物やスープ、天ぷらなど、さまざまな料理で楽しめます。かぼちゃ

９
月
11
日
（
金
）

　

令
和
８
年
産
米
の
初
検
査
を
昭
和
低
温
倉
庫
で
行

い
ま
し
た
。
検
査
員
よ
り
初
出
荷
日
の
検
査
講
評
と

し
て
県
域
で
は
、
倒
伏
被
害
に
よ
り
水
分
が
比
較
的

に
高
か
っ
た
こ
と
や
青
未
熟
粒
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
出
荷
さ

れ
た
玄
米
の
検
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
カ
メ
ム
シ
被
害

や
胴
割
れ
も
少
な
く
、
ま
た
粒
揃
い
や
形
質
、
光
沢

等
も
標
準
品
の
規
格
を
満
た
し
て
お
り
、
全
て
一
等

米
の
格
付
け
を
し
ま
し
た
。
農
家
の
皆
様
へ
は
適
期

刈
り
取
り
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
品
質
の
良
い
湖
東

米
の
出
荷
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲�トルコギキョウの生育状況を確認する生産者。

▲�令和８年産米の等級を定める農産物検査員。

▲�夏祭りでは流しそうめんやミニゲームを行いました。

▲�敬老会で職員からのプレゼントに喜ぶ利用者様。

令
和
８
年
産
米
初
検
査

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
圃
場
巡
視
会

も
り
や
ま「
夏
祭
り
」、「
敬
老
会
」開
催

９
月
９
日
（
水
）

　

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
圃
場
巡
視
会
を
行
い
ま
し

た
。
生
産
者
の
圃
場
を
巡
回
し
、
生
育
状
況
や
栽
培

管
理
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
管
理
の
ポ
イ

ン
ト
や
病
害
虫
対
策
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
ま
し

た
。

　

今
年
は
高
温
や
降
雨
な
ど
の
気
象
状
況
が
続
い
た

こ
と
か
ら
、
今
後
の
気
温
低
下
を
見
据
え
た
ハ
ウ
ス

内
の
温
度
管
理
や
換
気
、
病
害
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

の
環
境
管
理
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、ヨ
ト
ウ
ガ
や
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
な
ど
の
害
虫
、

灰
色
か
び
病
な
ど
の
病
害
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

早
期
発
見
・
早
期
防
除
の
重
要
性
を
共
有
し
ま
し
た
。

生
産
者
は
圃
場
の
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
、
今
後
の

栽
培
管
理
に
つ
い
て
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

夏
祭
り　

８
月
27
日
（
木
）、
28
日
（
金
）

敬
老
会　

９
月
14
日
（
月
）、
15
日
（
火
）

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
も
り
や
ま
で

は
、「
夏
祭
り
」、「
敬
老
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
夏
祭
り
」
で
は
、
職
員
が
準
備
し
た
流
し
そ
う

め
ん
体
験
や
、
昔
な
が
ら
の
製
造
機
を
使
用
し
た
か

き
氷
、
マ
ス
コ
ッ
ト
す
く
い
、
輪
投
げ
を
行
い
、
利

用
者
の
皆
様
で
楽
し
む
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
敬
老
会
」
で
は
、
施
設
内
に
職
員
か
ら
の
敬
老

を
祝
う
言
葉
を
飾
り
付
け
、
利
用
者
様
の
笑
顔
写
真

と
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
、
皆
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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・農機センターでは色彩選別機導入によりカメムシ等のお米を
  選別し品質向上、サービス向上に努めて参ります。
・利用方法等については以下の通りとなっておりますのでご不
　明な点がございましたら農機センターまでお問い合わせくだ
　さい。

令和8年９月５日（土）から10月11日（日）まで秋の繫忙期対応期間とさせていただきます。
ただし、下記の日程は休業日になりますのでご了承ください。

令和８年度　色彩選別機利用の設定について

秋の繫忙期対応について

９月１３日（日）・９月２７日（日）
※健康管理日のため休業させていただきます。

１０月１２日（月）
※統一休業日のため休業させていただきます。

受　　付 農機センター　(電話 ： 018-855-6122）

設置場所 井川フレコンセンター隣　（さくら駅隣）

設置機種 サタケ色彩選別機　　SGS-3500K

利　用　料 玄米 一袋　　　３００円（税抜き）

利用期間 令和８年９月２５日（金）～１０月末

利用方法

１）　受付は農機センターに電話予約とし、井川フレコンセンター隣りまでお持ちください。
　　 ※色選センターには職員が常駐していませんので持込時間を確認してください。
　　 ※電話予約なしでの直接持込みはお断りいたします。
　　 ※令和８年度からは受入れ・引取りを月・水・金曜日のみとさせていただきます。
　　 ※JAでお米の引取り運搬はいたしません。

２）　紙袋・フレコンでの持ち込みに限ります。（紙袋には必ず名前を記入してください）
　　 ※クズ米用の袋を２～３枚、御持参してください。
　　 ※虫、クズ米等の米は選別いたしません。

３）　受付数量はお一人様１日１回５袋～３０袋とさせていただきます。（フレコンも可）
　　 ※往復での持込みや、車２台での持込みはお断りいたします。
　　 ※選別終了後、ご連絡致しますので時間を確認の上お引き取りとなります。

４）　お米の選別は玄米だけになります。　（精米した米は選別出来ません。）

詳しくは農機センターにお問い合わせください。

天高く馬肥ゆる秋 秋は空が高く澄み、食べ物も豊富で、馬もよく肥える
ほど過ごしやすい季節であるということ。2026.107



JAあきた湖東　営農経済センター

生産資材相談会

相談会は営農指導員（ＪＡ職員）、各メーカー担当者が
ご対応させていただきます！(注文書を会場にお持ちい
ただいて営農指導員と相談の上、記入もできます。)
※�相談会までに注文書を提出された方、農業資材ご購入及び
展示販売会で2万円以上ご成約、ご購入された方には、その
場で抽選にご参加いただけます。

●栽培講習会開催
　午前１０時０0分～水稲における土づくり（仮）
　午後　1時３０分～水稲除草剤の上手な使い方（仮）

皆様のお越しをお待ちしております

今後の営業時間について
①10月3日（土）まで
　●平　日 8：30～17：00
　●土・祝 8：30～12：00
　●日曜休み

②10月5日（月）から
　●平　日 8：30～17：00
　●土・日・祝 休み

●展示販売会
　●農業用資材　　●電化製品　　●FF式ストーブ（暖房器具）
　●紳士服　●スタッドレスタイヤ　　●農業機械など
　●ラウンドアップ、バスタを大特価販売

開催日時	 令和8年１０月１7日（土）
	 午前９時３０分～午後３時３０分
開催場所	 営農経済センター倉庫（井川カントリー隣）
ご来場者様にはもれなく粗品を進呈いたします

2026.10 8



地域振興流通課のお知らせ
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ＪＡあきた湖東で年金を受給されている「年金友の会」会員皆様の健康増進と会員
同士の親睦を図るため、支部ごとのグラウンド·ゴルフ大会を開催して参りました。
１０月以降は、県内ＪＡ合同のグラウンド·ゴルフ全県大会や、会員皆様でお食事や
アトラクションなどを楽しむ《年金友の会大会》を予定しております。

ＪＡあきた湖東を年金受給口座に指定していただくと【年金友の会】に自動加入となり、さまざま
な特典（各種イベントへの参加や優待施設利用等　 ）をご利用いただけます。
新たに年金を受給される方は是非、当ＪＡへご相談ください。お手続きをサポートいたします！
また、他金融機関で既に受給されている方も、ＪＡ貯金窓口での簡単なお手続きで受取口座を変更
できます。
さらに今なら、お得な入会キャンペーンも実施中です。
年金のお受取りはＪＡ貯金口座をご利用ください!

行事予定
ＪＡあきた湖東
年金友の会

10/16（金）JAバンクあきたグラウンド・ゴルフ大会
会場 本部大会上位３支部より各5名潟上市グラウンド･ゴルフ場（天王） 対象会員

年金友の会の会員を募集しています

11/ 5 （木）年金友の会大会
会場 全ての会員(要事前申込)サンルーラル大潟 対象会員

※「年金友の会大会」については、１０月中旬頃に会員の皆様へ
詳しいご案内をお届けする予定です

©よりぞう

※１

※１：優待施設ご利用には、年金友の会会員証が必要です。既にJAで受給されている方で、会員証を
お持ちでない方は発行いたしますので、お近くのＪＡあきた湖東各貯金窓口へお願いいたします。

たくさんのご利用、
ありがとうございました

ＪＡバンクあきた県下統一定期貯金キャンペーン

「クマ被害対策応援定期貯金～あなたの貯金がクマ被害対策の一歩に！～」

により秋田県へ寄附しました

当ＪＡへの預入金額

当ＪＡの寄付金額


3・01億円

（ＪＡバンクあきた
99・8億円）


60,000円

（ＪＡバンクあきた
1,989,000円）

2026.10 10



共済窓口営業時間変更のお知らせ

（変更前 ： 8時30分〜17時00分）
8時30分〜15時00分

　平素より、当ＪＡ業務に格別のご理解ご協力いただき厚く
お礼申し上げます。
　この度、当ＪＡは金融、共済の事務連動による効率的な支
所運営と働き方改革に対応するため令和８年１０月１日（木）
より、共済窓口（五城目支所・潟上支所）の営業時間を上記
の通り変更させて頂きます。
　ご利用者様には大変ご不便をお掛けしますが何卒ご理解
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

尚、緊急等のお客様については
相談にて対応いたします。

お問い合わせは
五城目支所 ： 852-4321　潟上支所 ： 877-3511　共済課 ： 855-4510

令和8年10月1日（木）からの営業時間

2026.1011



　

骨
粗
鬆
症
は
、骨
の
強
さ
が
低
下
し
、

ち
ょ
っ
と
し
た
転
倒
な
ど
で
も
骨
折
し

や
す
く
な
る
病
気
で
す
。
特
に
高
齢
者

で
は
、
背
骨
や
手
首
、
太
も
も
の
付
け

根
（
大
腿
骨
）
な
ど
に
骨
折
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
実
は
、
一
度
骨
折

を
経
験
す
る
と
、
そ
の
後
さ
ら
に
骨
折

を
起
こ
す
「
二
次
骨
折
」
の
リ
ス
ク
が

大
き
く
高
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
最
初
の
骨
折
後
の

対
応
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

骨
折
す
る
と
「
も
う
治
っ
た
か
ら
大

丈
夫
」
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
骨
粗
鬆

症
そ
の
も
の
が
改
善
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
骨
の
も
ろ
さ
が
続
い
て
い

れ
ば
、
再
び
転
倒
し
た
と
き
に
別
の
部

位
を
骨
折
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
特

に
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
は
、
寝
た
き
り

や
要
介
護
状
態
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
、
生
活
の
質
を
大
き
く
低
下
さ
せ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

二
次
骨
折
を
防
ぐ
た
め
の
第
一
歩

は
、
骨
粗
鬆
症
の
治
療
を
き
ち
ん
と
続

け
る
こ
と
で
す
。骨
密
度
検
査
を
受
け
、

医
師
の
指
示
に
従
っ
て
薬
物
治
療
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
骨
粗
鬆
症
の
薬
に
は
、

骨
の
破
壊
を
抑
え
る
も
の
や
骨
の
形
成

を
促
す
も
の
な
ど
が
あ
り
、
継
続
す
る

こ
と
で
骨
折
リ
ス
ク
を
減
ら
す
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
自
己
判
断
で
中
断
せ

ず
、
定
期
的
な
通
院
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

次
に
大
切
な
の
が
、転
倒
予
防
で
す
。

家
の
中
の
段
差
を
減
ら
す
、
滑
り
に
く

い
履
き
物
を
選
ぶ
、
夜
間
は
足
元
を
明

る
く
す
る
な
ど
、
住
環
境
の
見
直
し
が

有
効
で
す
。
ま
た
、
適
度
な
運
動
は
筋

力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
高
め
、
転
倒
を

防
ぐ
助
け
に
な
り
ま
す
。
無
理
の
な
い

範
囲
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
を
日

課
に
し
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
栄
養
も
重
要
で
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
を
多
く
含
む
牛
乳
や
乳
製
品
、
小

魚
、大
豆
製
品
な
ど
を
積
極
的
に
と
り
、

骨
の
形
成
を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
も
意

識
し
ま
し
ょ
う
。
日
光
を
適
度
に
浴
び

る
こ
と
も
、
体
内
で
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の

生
成
に
役
立
ち
ま
す
。

　

骨
折
は
「
年
の
せ
い
」
と
あ
き
ら
め

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
の
診

断
と
治
療
、
そ
し
て
日
々
の
生
活
習
慣

の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
二
次
骨
折
は
予

防
で
き
ま
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
の
将

来
の
た
め
に
、
今
で
き
る
対
策
か
ら
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
骨
粗
鬆
症
は
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
早
め
の
骨
密
度
検
査
が
大
切

で
す
。
骨
密
度
を
測
定
す
る
こ
と
で
、

現
在
の
骨
の
状
態
や
将
来
の
骨
折
リ
ス

ク
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
必
要
に
応
じ

て
早
期
に
治
療
を
開
始
で
き
ま
す
。
当

院
で
は
骨
密
度
検
査
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
検
査
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
方
や
、
骨
折
を
き
っ
か
け
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

副院長 鵜
うのき

木　栄
えいき

樹

『骨粗鬆症の「二次骨折」を
防ぎましょう』
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October Letter Corner

頭の体操　クイズコーナー

Ａ＝ク
Ｂ=ツ
C=ワ
D=ム
E＝シ

■菅生秀昭さん（五城目町）
■湊律子さん（井川町）
■菅原多賀子さん（潟上市飯田川）
■菅原幸子さん（潟上市昭和）
■畠山恵子さん（八郎潟町）

当選者

応募総数26通

4
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
家
庭
医
療
に
つ
い
て
参
考
に
な
り
ま
す
。

年
も
年
で
す
の
で
毎
日
毎
日
無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
大
変
で

す
。畑
の
と
れ
た
て
野
菜
、不
足
分
は
や
さ
い
畑
か
ら
買
い
、

た
ん
ぱ
く
質
と
合
わ
せ
て
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
元
気
で
過
ご
し

た
い
で
す
。�

（
八
郎
潟
町　

90
代
）

3
家
族
が
少
な
く
な
る
と
、や
さ
い
畑
で
販
売
し
て
く
だ
さ
る

肉
類
や
魚
、お
惣
菜
な
ど
、手
軽
で
あ
り
が
た
い
で
す
。夏
の

と
う
も
ろ
こ
し
も
家
に
着
い
て
す
ぐ
か
ぶ
り
つ
き
ま
し
た
。

�

（
潟
上
市
飯
田
川　

70
代
）

6
９
月
号
表
紙
を
み
て
当
日
い
た
だ
い
た
マ
グ
ロ
の
美
味
し
さ

が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。お
い
し
か
っ
た
ぁ
！

�

（
八
郎
潟
町　

70
代
）

7
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
見
て
、「
湖
東
病
院
」は

す
ぐ
近
く
に
あ
っ
て
も
、病
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
か
か
わ
る

事
も
な
く
、知
ら
ず
に
い
る
事
も
多
々
あ
る
も
の
で
す
ね
。ド

ラ
マ
で「
総
合
診
療
」と
い
う
も
の
が
あ
る
事
は
知
っ
て
も
、

身
近
に
あ
る
と
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
。知
れ
て
良
か
っ
た
で

す
。�

（
五
城
目
町　

60
代
）

①答え　②住所　③氏名　④年齢　⑤電話番号
⑥�JAまたは本誌について一言お書き添えのうえ、下記の宛先まで 

ハガキ・FAX・Eメールにてお送りください。（10月22日（木）迄）
※�皆様からJAに寄せられたお便りの情報は、広報活動以外では 

使用することはありません。

〒018-1721　南秋田郡五城目町字七倉123-2
JAあきた湖東　広報担当　係
・メールアドレス ： media@ja-akita-kotoh.or.jp
・FAX番号 ： 018-855-1501

01. おでんにつける黄色い薬味
03. アフリカ大陸北部に広がる――砂漠
06. 仏花によく使われます
07. 運動会の競技のひとつ
08. 小豆は昔、赤い――と呼ばれました
10. えんぺらがある魚介類
12. ダーウィンが提唱した――論
14. 夫の配偶者です
16. 皮がむきやすい黄色い果物
18. 秋桜ともいわれる花
20. いざというとき、体を膨らませる魚
22. 酒などを買う前に、味や香りを確認
23. 『考える人』で知られる彫刻家

01. ――食えば鐘が鳴るなり法隆寺（子規）
02. ヒトコブだったりフタコブだったり
03. 味噌煮にしてもおいしい魚
04. 元のものから分かれ出ること。新たな問題が――する
05. 橋につけられた柵
07. 油絵を描くのに使う布。画布ともいいます
09. ――の上にも三年
11. 転居、屋移りともいいます
13. 漢字から作られました
15. 歯を抜くときにかけるもの
17. 付けている人は誰なのかが書いてあります
19.寺院に入るときくぐることも
21.彼はクラスで――を抜いて足が速い

二重マスの文字をA〜Eの順に 
並べてできる言葉は何でしょうか?

8
今
回
の
ク
イ
ズ
で「
這
え
ば
立
て
立
て
ば
歩
め
の
親
心
」と
い

う
こ
と
わ
ざ
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。勉
強
に
も
な
る
ク
イ

ズ
コ
ー
ナ
ー
、す
ば
ら
し
い
で
す
！�

（
井
川
町　

50
代
）

1
実
り
の
秋　

湖
東
の
や
さ
い
畑
に
は
、旬
の
果
物
、野
菜
が

い
っ
ぱ
い
。つ
い
つ
い
買
い
す
ぎ
ち
ゃ
い
ま
す
。

�
（
五
城
目
町　

50
代
）

5
先
日
や
さ
い
畑
で
カ
ボ
チ
ャ
を
安
く
買
っ
て
き
ま
し
た
。ホ
ク

ホ
ク
で
私
好
み
だ
っ
た
の
で
超
ラ
ッ
キ
ー
。甘
く
煮
た
り
、サ

ラ
ダ
に
し
た
り
し
て
、大
満
足
で
し
た
。�

（
八
郎
潟
町　

70
代
）

9
夏
休
み
中
に
井
川
義
務
教
育
学
校
の
生
徒
が
湖
東
の
や
さ

い
畑
で
職
場
体
験
学
習
を
し
た
と
の
こ
と
。と
て
も
い
い
取

り
組
み
で
す
ね
。も
っ
と
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
経
験

さ
せ
た
い
も
の
で
す
。�

（
井
川
町　

70
代
）

10
湖
東
の
女
性
部
に
は
10
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。楽
し
い

思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
！！
皇
居
の
お
掃
除
、見
学
、沢
山
の
旅
行

や
盆
踊
り
、最
後
の
舞
台
で
は
涙
し
て
演
じ
た「
岸
ぺ
き
の

母
」忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。�

（
五
城
目
町　

80
代
）

2
い
よ
い
よ
出
来
秋
で
す
ね
。実
家
か
ら
届
く
新
米
が
楽
し
み

で
す
。�

（
井
川
町　

40
代
）

QRコード決済開始のお知らせ

　日頃より五城目給油所・飯田川給
油所をご利用していただきまして誠
にありがとうございます。
　令和8年10月1日よりPayPay・d
払い・楽天Pay等QRコード決済での
お支払いが可能になります。
　皆様のご来店をお待ちしておりま
す。

2026.1013
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9 月 の あゆみ
	１日… …令和８年度上期購買品等棚卸立会監査
	４日… …��秋季集落座談会（～ 10日）	

年金友の会グラウンドゴルフ本部大会
11日……令和８年産米　初検査
14日……第６回　経済・生活福祉事業会議
16日……第６回　企画会議
29日……�第８回　監事会	

第８回　理事会
30日……�全県 JA組合長会議	

中央会　理事会	
厚生連　経営管理委員会	
全農　運営委員会	
全共連　運営委員会	
JAバンク運営協議会	
JAバンク秋田県委員会

10月の行事予定
14 日……�持続可能な農業・農村の実現に向けた農政

確立緊急全国大会
20日……�みのり監査法人　リスク評価手続（内部統

制の整備評価手続等）（～ 23日）	
令和８年度上半期監事監査（～ 22日）

22日……�みのり監査法人とのディスカッション（常
勤監事）	
みのり監査法人とのコミュニケーション（監事）	
第９回　監事会

23日……�レゼール取締役会	
中央会　理事会	
厚生連　経営管理委員会	
全農　運営委員会	
全共連　運営委員会	
第５回 JAバンク経営者フォーラム

29日……第９回　理事会
31日……第 149回　秋田県種苗交換会（～４日）

秋の味覚が楽しみな季節になりました。新米
はもちろん、今月の「今月の果物」で紹介し
ている梨も、みずみずしくおいしい時期を迎
えています。農作業にとっては忙しい季節で
すが、ひと息ついたときには、旬の味覚を楽
しみながら秋を感じてみてはいかがでしょう
か。今月号も、ＪＡの活動や管内の話題をお
届けしています。ぜひご覧ください。

●９月主要事業実施経過報告について業務報告

理 事 会 報 告

報
告
事
項

（１）実績検討について
（２）組合員の加入及び脱退状況について
（３）内部監査結果（８月実施）の報告について
（４）�令和８年度　第１四半期（７月末）監事監査報告

について
（５）令和８年度　「夏期特別推進運動」実績について
（６）貸付金利の変更について
（７）貯金金利の設定および変更について
（８）第 24回 JA学童野球大会の結果について
（９）�令和８年度　JA共済コンプライアンス点検結果お

よび改善方針の概要について
（10）青果物の生産販売状況について
（11）�令和８年産　米・大豆・種子籾の検査員及び倉庫・

CE担当配置について
（12）令和８年春肥（11月～５月）肥料価格について
（13）�農産物直売所の増強に対する管内行政からの協調

支援について

議 

案
●�議案第 35号　マネロン取引リスク評価書の改正につ
いて

2026.1015



発
行
日
　
二
〇
二
六
年
十
月
一
日
発
行
　
十
月
号

J
A
あ
き
た
湖
東
　
編
集
／
企
画
総
務
課

〒
〇
一
八
ー
一
七
二
一

秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
字
七
倉
一
二
三
ー
二

電
話
〇
一
八
ー
八
五
五
ー
一
五
一
〇

VOL.343

223

今月の果物 梨

　八郎潟たいようこども園おおぞらの５歳児のみな

さんに、梨をプレゼントしました。子どもたちは大

きな梨を手に、笑顔で記念撮影。当初は２個ずつ持っ

て撮影する予定でしたが、梨がとても大きく、今回

は１個ずつ持って撮影しました。子どもたちは大き

な梨を嬉しそうに抱え、笑顔を見せていました。

　先週行われた「げんきっこまつり」では、玉入れ

や魚釣り、輪投げなどを楽しみました。魚釣りでは、

刺身や総菜などの空き容器を活用して、魚やカニ、

イカ、クラゲなどを手作り。今週もまつりの余韻を

感じながら、さまざまな遊びを楽しんでいます。

　また、普段から鬼ごっこやリレーごっこなど、

元気いっぱいに体を動かしている子どもたち。10

月の運動会に向けて、これからは会場でも遊びな

がら、少しずつ場所に慣れていくそうです。

八八
はちはち

郎郎
ろうろう

潟潟
がたがた

たいようこどもたいようこども園園
えんえん

おおぞらおおぞら

　秋を代表する果物の一つ、梨。
シャリシャリとした食感と、みずみず
しい甘さが魅力です。水分が豊富
で、乾燥しやすい季節にもぴったり。
旬の味覚を楽しみましょう。


